
研究開発DXゾーン
出展のご案内

2025年1月29日(水)～31日(金) ＠東京ビッグサイト 東ホール

合同企画

×



nano tech / 新機能性材料展： 2025 開催概要

名 称 nano tech 2024 第23回 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議

主  催 nano tech実行委員会 
(委員長 川合 知二：
 大阪大学 産業科学研究所 招聘教授 / 東京都市大学 特別教授
 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 技術戦略研究センター フェロー /
 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 特任フェロー)

株式会社JTBコミュニケーションデザイン

2025年1月29日(水)～31日(金) ＠東京ビッグサイト 東ホール

出 展 対 象

同 時 開 催
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新機能性材料展2024

株式会社 加工技術研究会 (代表取締役社長 荒木茂雄)

株式会社JTBコミュニケーションデザイン

名 称

主  催

会 期 / 会 場

出 展 対 象
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nano tech / 新機能性材料展： 来場者層

来場者の質が高い展示会 ※ nano tech2024/新機能性材料展２０２４の来場登録者データより算出

約40％ が 購入・導入の決定に関与約40％ が R＆D分野職種 決定権
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会期3日間だけじゃない！
会期2か月前からWeb上で顧客と繋がる

nano tech / 新機能性材料展： 出展効果

展示 × セミナー × オンライン機能で

拡がるビジネスチャンス!!

新素材・加工技術の総合展が隣接
→より幅広い来場者層と直に会える

展示

出展者セミナー

オンライン機能

前回の「研究開発DXゾーン」は、
nano techと新機能性材料展の間に設置。

大きな相乗効果が生まれました！

導入事例や活用ノウハウを詳しくPR！
プレゼンを併用して行うことで、
効果的なプロモーションを実現
※ブース出展料とは別にオプションへのお申込みが必要となります （詳細はp.9をご覧ください）

全出展者
無料

②ビジネスマッチングシステム（アポイント機能）
気になる来場登録者や出展者に直接アポイント依頼の送信が可能。
出展製品にマッチする対象者をレコメンドする機能も！

アポイント依頼送信者の
約6割が商談獲得！

①展示会公式サイトへの製品情報登録
各社の製品情報を最大10点まで掲載可能。

さらにPDF資料や動画を掲載すると、
閲覧者データをリアルタイムで取得できる！



「研究開発DXゾーン」とは？
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【ものづくり業界の課題】
2020年から感染が急拡大した 新型コロナウイルスの拡大 は、世界中の研究開発拠点や工場に多大な影響を与えました。
サプライチェーンが寸断されたため、原材料や部品の調達ができず、研究や生産を停止する企業も見られる等、
日本のものづくり業界を取り巻く環境は、ここ数年大きな変化を迎えました。

またさらに現在は、下記 4つの課題 が顕在化しつつあり、製造業が今後も進化し、また生き残るためには、これらの課題と真摯に向き合い、対応策を講じる

必要があります。

製造業において特にその傾向が顕著 だと言われ、このまま人手不足の状況が続けば、
労働環境の悪化、モチベーション低下、離職率増加により、さらなる人手不足に。① 人手不足

同様に 研究開発職をはじめとした人件費の高騰も大きな課題 と言われます。
労働人口が減少している現在、給与面や福利厚生等の面での好待遇が優秀な人材を獲得する要素に。② 人件費の高騰

人海戦術に頼った材料開発・トライアンドエラーは人材不足により問題が生じやすく、また日本が誇る研究者が
経験と勘でその可能性を追い求めることも、経験を継承できないと、技術や経験そのものが失われる可能性も。③ 技術(経験)継承問題

近年 ものづくり業界のIT投資額の増加 や 中小企業におけるデジタル化の意識が大きく変化 しつつあるものの、
手作業の多い日本のものづくり業界は、様々な要因から諸外国と比べて普及が遅れているのが実情。④ 自動化・効率化の遅れ

業務効率化 (無駄の削減) ナレッジマネジメントの構築 DX化

こうした課題を抱えるものづくり業界への

 研究開発DXソリューションの提案に特化したゾーンです

DX化で解決できる領域大



nano tech 2024： 来場者 検索ワードランキングTOP100 (技術・応用分野キーワード)
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来場者が製品や出展者を探す際の検索ワードとして、

特に「AI」が急上昇！（前回98位）

「DX」「MI」と共に、nano tech来場者に
おける関心が高まっています



前回開催実績： 展示
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ピックアップテーマとして3年目を迎えた 研究開発DX は、特別展示から
常設ゾーンとして生まれ変わり、インフォマティクス(MI / PI)関連の
ソリューションやAI・シミュレーションソフトウェア等、材料設計・開発を
はじめとした データ駆動型研究開発 を実現する各種ソリューションを展開。
隣接：新機能性材料展との合同企画として、前回を上回るエリアで
実施し、来場者の方々に好評をいただきました。nano tech展では
今後も研究開発の高度化を支援するため、研究開発DXを追いかけます。

【実施内容】
MIをはじめとした 研究開発DX関連の製品・ソリューションを有する
企業、団体によるブース出展

研究開発DXゾーン
出展企業 小間番号

CrowdChem 5K-13

物質・材料研究機構 5L-13

東京大学辻研究室 / 
 プロダクト・イノベーション協会

5M-13

ダイキン工業 5N-13

トヨタ自動車 5P-13

キャトルアイ・サイエンス 5K-15

NTTデータ数理システム 5L-15

日本システム開発 5M-15

計算科学振興財団 5N-15

JSOL 5P-15

MI-6 5K-16

ダッソー・システムズ 5N-16

SCSK 5K-17
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前回開催実績： 展示レイアウト



2/2(金) 研究開発DXセミナー（新機能性材料展）

2/1(木) 特別シンポジウム： MIはナノ材料開発をどう変化させたのか – 現状の課題と今後の展望 – （nano tech）
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前回開催実績： セミナー

2/2(金)2/1(木)1/31(水)

主催者企画

出展者セミナー
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※ 別途 パッケージブース(右記参考) のご用意もございます。

出展スペース1小間＝9m2（開口3m × 奥行3m)

● ブース出展料

● 出展者セミナー

出展料金

研究開発DXゾーン
特別サービス

主催者発行メルマガにおける
セミナー集客プロモーションを実施！
主催者が保有する来場者データベース約6万件に
向けて配信する研究開発DXゾーン特集内で、
貴社セミナーについて告知PRを実施します

/￥１５0,000(税別)

/￥１00,000(税別)



出展申込方法 等
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①オンライン申込フォームにアクセスしてください。
https://application.jcdbizmatch.jp/jp/nanotech2025/nanotech 

②「出展ゾーン」項目にて 「 データ駆動：研究開発DXゾーン 」
 を選択の上、必要事項を記入ください。

③「お申込内容および出展料金」項目にて
 「出展 (一般) 」 「シーズ＆ニーズセミナー」などに

お申込いただく数量をご記入ください。
● 小間位置につきましては、小間数順 かつ お申込み先着順で

  調整～決定させていただく予定です。

※ ご出展小間数記載メージ

https://application.jcdbizmatch.jp/jp/nanotech2025/nanotech
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